
議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

10

議
会
だ
よ
り
　
秀
峰

11

英
知
を
結
集
し
な
が
ら
地
域

活
性
化
に
向
け
て
身
を
粉
に

し
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
さ
ま

方
に
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

行

報
政

告岩﨑憲郎 町長

○
大
豊
町
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
が
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
賞

　

大
豊
町
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
が
、
住
民
の
健
康
を

保
持
増
進
す
る
た
め
食
生
活

改
善
を
積
極
的
に
推
進
し
、

顕
著
な
成
果
が
認
め
ら
れ
、

平
成
24
年
度
栄
養
関
係
功
労

者
と
し
て
11
月
12
日
に
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
。

○
第
41
回
嶺
北
畜
産
能
力
共

進
会
で
久
保
内
清
さ
ん
出

品
牛
最
優
秀
賞

　

11
月
11
日
に
第
41
回
嶺
北

畜
産
能
力
共
進
会
が
開
催
さ

れ
、
経
産
の
部
と
母
系
牛
群

の
部
で
、
谷
の
久
保
内
清
さ

ん
の
出
品
牛
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

○
風
力
発
電
所
の
建
設

　

杖
立
山
周
辺
に
、
東
京
に

あ
る
（
株
）
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ

ジ
ー
ホ
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
１
，

６
７
０
㌗
の
風
力
発
電
11
基

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

12
月
下
旬
か
ら
風
況
調
査

を
開
始
、
こ
れ
と
並
行
し
て

環
境
影
響
調
査
な
ど
を
実
施
、

平
成
28
年
度
に
着
工
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
運
転
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

○
広
域
老
人
福
祉
施
設
民
間

移
譲

　

広
域
の
老
人
福
祉
施
設
民

間
移
譲
は
、
民
間
移
譲
や
む

な
し
と
の
結
論
に
達
し
た
。

平
成
17
年
度
か
ら
23
年
度
ま

で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
３
施
設
ご

と
の
単
年
度
運
営
不
足
金
を

み
る
と
、
平
成
17
年
度
で
は

起
債
の
償
還
金
以
外
の
負
担

額
は
な
く
運
営
費
に
８
８
６

０
万
円
の
余
裕
が
あ
り
、
起

債
償
還
の
一
部
に
充
て
て
い

た
が
、
平
成
17
年
10
月
か
ら

居
住
費
と
食
事
に
係
る
経
費

が
介
護
報
酬
か
ら
自
己
負
担

と
な
っ
た
こ
と
や
、
18
年
度
、

21
年
度
の
介
護
報
酬
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
平
成
23
年
度

は
養
護
大
豊
園
で
は
起
債
の

償
還
金
以
外
の
運
営
費
だ
け

で
３
８
０
２
万
２
千
円
が
必

要
と
な
り
、
特
養
大
豊
園
で

は
３
７
４
８
万
１
千
円
、
特

養
嶺
北
荘
で
は
３
７
３
４
万

１
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
３

施
設
の
総
額
は
１
億
１
２
８

４
万
４
千
円
の
運
営
不
足
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
起
債
償
還

金
を
加
え
て
町
村
か
ら
の
負

担
金
総
額
は
、
平
成
17
年
度

５
４
０
０
万
５
千
円
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
23
年
度
１

億
５
９
９
２
万
３
千
円
と
大

き
く
増
加
し
て
い
る
。

　

一
方
、
人
件
費
比
率
は
平

成
17
年
度
71.1
㌫
で
あ
っ
た
も

の
が
、
平
成
23
年
度
に
は
93.3

㌫
と
大
き
く
増
大
し
て
い
る
。

こ
の
数
値
を
特
養
の
全
国
平

均
を
み
る
と
62.3
㌫
と
い
う
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
民
間
移
譲
に
向
け
て

専
門
部
署
を
設
け
取
り
組
ん

で
い
る
。

吉松英喜
教育長

○
大
杉
小
学
校
四
国
森
林
管

理
局
長
表
彰
受
賞

　

10
月
13
日
に
四
国
森
林
管

理
局
長
か
ら
、
永
年
の
森
林

に
つ
い
て
の
学
習
や
保
護
活

動
、
自
然
環
境
へ
の
保
全
等

へ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、

「
四
国
山
の
日
賞
」
を
受
賞

さ
れ
た
。

○
第
65
回
高
知
県
中
学
・
高

校
英
語
弁
論
大
会
で
入
賞

  

11
月
４
日
に
第
65
回
高
知

県
中
学
・
高
校
英
語
弁
論
大

会
が
開
催
さ
れ
、
ペ
ア
の
部

で
中
学
校
１
年
生
西
村
珠
理

さ
ん
、
都
築
有
紗
さ
ん
が
３

位
と
な
っ
た
。

○
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
・
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

　

介
護
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で

１
年
生
、
山
中
雄
真
君
が
、

高
知
県
知
事
賞
の
最
優
秀
賞

を
受
賞
、
高
知
県
農
業
協
同

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し

た
銘
建
工
業
を
中
心
と
す
る

高
知
お
お
と
よ
製
材
が
、
高

知
県
、
議
会
、
住
民
の
皆
さ

ま
方
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
操
業
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
本
町
の
起
爆
剤
に
す

る
べ
く
万
全
の
体
制
を
と
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。　

尾
崎
知
事
は
課
題
解

決
先
進
県
と
い
う
言
葉
を
使

用
さ
れ
ま
す
が
、
本
町
に
も

地
域
力
や
住
民
力
が
疲
弊
す

る
こ
と
に
よ
る
問
題
が
山
積

し
、
そ
の
問
題
解
決
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
と
い
っ
た
特
効
薬

が
見
あ
た
ら
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
閉
塞
感
が
漂

う
状
況
の
中
、
衆
議
院
が
解

散
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
衆

議
院
選
挙
が
佳
境
に
あ
り
ま

す
。
各
政
党
に
よ
る
い
ろ
い

ろ
な
公
約
の
争
点
の
一
つ
に

「
脱
原
発
」
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
昨
年
の
福
島
原

発
事
故
以
来
、
国
民
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
対
す
る
見
方
や
考

え
方
が
大
き
く
変
わ
り
、
電

力
の
買
い
取
り
制
度
の
創
設

な
ど
を
契
機
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。「
本
町
の
地
形

や
資
源
を
活
用
す
る
」
こ
こ

に
本
町
が
活
性
化
す
る
キ
ー

ワ
ー
ド
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
企
業
も
関

心
を
持
っ
て
注
目
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
実
に
先
ほ
ど
町
長
の
行

政
報
告
に
も
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
株
式
会
社
ユ
ー
ラ
ス

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
が
１
万
８
，
３
７
０
㌗
の

風
力
発
電
枠
を
確
保
し
、
現

在
風
況
調
査
を
行
う
準
備
に

入
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
早
期
運
転
開
始
に
向
け
て

協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
更
に
は
小

水
力
発
電
・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

発
電
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も

魅
力
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
田
舎
の
魅
力

が
武
器
に
な
り
、
価
値
に
な

る
時
代
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

条
件
不
利
地
域
を
逆
手
に

取
っ
て
全
国
に
誇
れ
る
町
づ

く
り
の
先
頭
に
立
つ
町
長
を

支
え
る
と
と
も
に
、
住
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
職
員
の

組
合
中
央
会
長
か
ら
、
米
を

題
材
と
し
た
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
で
、
３
年
生
、
岡
村
あ
ず

み
さ
ん
が
３
年
連
続
特
選
を

受
賞
、
高
知
県
山
林
協
会
長

か
ら
、
森
や
自
然
に
つ
い
て

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
同
じ

く
岡
村
あ
ず
み
さ
ん
が
、
最

優
秀
賞
の
「
山
の
大
賞
」
を

受
賞
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
作

文
や
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
も

大
活
躍
し
多
く
の
児
童
、
生

徒
が
受
賞
し
た
。

○
定
福
寺
本
堂
・
定
福
寺
庫

裏
が
登
録
有
形
文
化
建
造

物
と
し
て
登
録

　

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、

歴
史
価
値
が
あ
り
保
存
、
活

用
の
見
地
か
ら
、
文
化
財
と

し
て
特
に
必
要
と
さ
れ
る
文

化
財
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

大
臣
が
文
化
財
原
簿
に
登
録

す
る
制
度
で
あ
り
、
定
福
寺

本
堂
・
定
福
寺
庫
裏
を
申
請

を
し
て
い
た
が
、
12
月
14
日

国
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て

決
定
し
た
。

意 

見 

書

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
継
続
、
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
　
　
　
　
　（
賛
成
者
・
全
員
）

教
育
民
生
常
任
委
員
長　

重
森
一
宗

　

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
の
取
り
組
み
と
し
て
、

平
成
21
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
介
護
職

員
処
遇
改
善
交
付
金
制
度
は
、
平
成
24
年
度
介
護

報
酬
改
定
で
、
介
護
報
酬
に
組
み
込
ま
れ
、
介
護

職
員
処
遇
改
善
加
算
と
し
て
継
続
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
加
算
制
度
に
つ
い
て

は
「
経
過
的
な
取
り
扱
い
と
し
て
、
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
」
と
さ
れ
、
次
回
の
改
定
以
降

の
加
算
制
度
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
不
透

明
な
状
況
で
あ
る
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
介
護
を
担
う
介
護
職

員
の
不
足
は
深
刻
で
、
離
職
者
が
依
然
と
し
て

高
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
介
護
職
員
確
保
に
向

け
、
賃
金
改
善
な
ど
の
処
遇
改
善
が
不
可
欠
で
あ

る
。
介
護
職
員
の
賃
金
実
態
は
、
全
労
働
者
平
均

と
比
較
し
て
も
お
よ
そ
３
分
の
２
程
度
で
、
約

10
万
円
以
上
も
低
い
実
態
が
あ
る
。
政
府
公
約
で

あ
る
介
護
職
員
へ
の
４
万
円
の
賃
上
げ
か
ら
も

介
護
処
遇
改
善
加
算
は
、
廃
止
で
は
な
く
継
続
し

拡
充
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
介
護
処

遇
改
善
加
算
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
介
護
処

遇
改
善
交
付
金
の
仕
組
み
を
踏
襲
し
、
国
民
の
負

担
増
に
な
ら
な
い
方
法
で
行
わ
れ
る
必
要
が
あ

る
。

　

以
上
の
趣
旨
か
ら
、
安
全
・
安
心
の
介
護
実
現

の
た
め
の
介
護
職
員
の
人
材
確
保
を
図
る
こ
と

を
求
め
、
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提
出
す

る
。安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
実
現
の
た
め
の
夜

勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る
意
見
書

	

（
賛
成
者
・
全
員
）

教
育
民
生
常
任
委
員
長　

重
森
一
宗

　

厚
生
労
働
省
は
平
成
23
年
６
月
17
日
、
医
政
局

長
、
労
働
基
準
局
長
、
職
業
安
定
局
長
、
雇
用

均
等
・
児
童
家
庭
局
長
、
保
健
局
長
の
５
局
長
連

盟
で
「
看
護
師
等
の
『
雇
用
の
質
』
の
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
通
知
」
を
発
出
し
た

が
、
そ
の
中
で
「
看
護
師
等
の
勤
務
環
境
の
改
善

な
く
し
て
、
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
や
医
療

安
全
の
確
保
は
望
め
な
い
。
夜
勤
交
代
制
労
働
者

の
勤
務
環
境
改
善
は
喫
緊
の
課
題
」
と
し
て
い
る
。

　

全
国
各
地
で
大
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
医
療
崩

壊
」「
介
護
崩
壊
」
の
現
状
は
、
東
日
本
大
震
災

で
改
め
て
明
ら
か
に
な
り
、
医
師
・
看
護
師
・
介

護
職
員
な
ど
医
療
・
福
祉
労
働
者
の
深
刻
な
人
手

不
足
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
５
局
長
通
知
を
実
効
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
も
医
療
・
社
会
保
障
予
算
を
先

進
国
並
み
に
増
や
し
、
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体

制
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
実
現
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
実
現
の
た
め
の
看
護
師
等
の
大
幅
増
員
・
夜

勤
改
善
を
図
る
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
内
閣

総
理
大
臣
等
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
。

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
に
向
け
た
抜
本
的
な

対
策
を
求
め
る
意
見
書
　
　	（
賛
成
者
・
全
員
）

教
育
民
生
常
任
委
員
長　

重
森
一
宗

　

じ
ん
肺
は
、
粉
じ
ん
を
長
い
年
月
に
わ
た
り
多

量
に
吸
い
込
む
こ
と
で
発
症
す
る
職
業
病
で
あ

る
。
気
管
支
炎
や
気
胸
、
結
核
、
肺
が
ん
等
多
く

の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
現

在
も
治
療
の
方
法
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
炭
坑
や
金

属
鉱
山
、
造
船
等
の
職
場
で
多
発
し
て
き
た
が
、

今
日
で
は
鉄
道
、
道
路
、
下
水
道
な
ど
の
ト
ン
ネ

ル
建
設
工
事
に
お
い
て
、
今
な
お
発
生
し
続
け
て

お
り
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
中
、

全
国
で
争
わ
れ
た
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
訴
訟

に
お
い
て
示
さ
れ
た
国
の
「
規
制
権
限
不
行
使
」

と
の
司
法
判
断
を
受
け
、
平
成
19
年
６
月
に
国
と

原
告
・
弁
護
団
と
の
間
で
、「
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺

防
止
対
策
に
関
す
る
合
意
書
」
が
調
印
さ
れ
和
解

が
成
立
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
国
は
、
技
術
進
歩
や
作
業
方
法
の

変
化
に
よ
る
粉
じ
ん
の
発
生
量
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
平
成
20
年
３
月
に
第
７
次
粉
じ
ん
障

害
防
止
総
合
対
策
を
策
定
し
、
10
月
に
は
粉
じ
ん

暴
露
を
低
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
精
算
の

見
直
し
」
を
行
い
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事
事
業
者
に

よ
る
対
策
の
強
化
等
を
講
じ
て
き
た
が
、
い
ま
だ


